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Abstract

JOCV（Japan Overseas Cooperation Volunteers）are Japanese skilled young people who

work abroad for assisting the people of the recipient countries.  Dispatching the JOCV is

one of the responsibilities of JICA（Japan International Cooperation Agency）that is the

main organization implementing Japan’s ODA（Official Development Assistance）.

The recent growth and development of Japanese language education in Hungary have

been remarkable.  At this time it is worthwhile to examine the history of Japanese language

education in Hungary and consider its present situation.  In my observation, the historical

development of the Japanese language education can be divided into three phases: I.

Introduction, II. Early development, and III. Maturity.

The period of introduction is from the 1920s to the late 1980s that is slightly before the

termination of the Soviet influence.  Interests in ‘exotic’ Japan was one of the critical

triggers for Japanese language learning in this period.  During this time some of the people

who later developed Japanese language education in Hungary appeared on the scene.

After the compulsory study of Russian ended, Japanese language became popular among

other foreign languages.  During this period of early development（late 1980s-2000）, many

JOCV Japanese teachers came and the number of Japanese learners increased a great deal.

Not only the numbers, but also the area of Japanese language education expanded to local

cities.  Japan’s ODA played a very important role in this large growth.

Since the year 2001, the Japanese language education in Hungary entered a new mature

phase.  The establishment of the Hungarian Association of Japanese Teachers symbolizes

the beginning of this new era.  The number of Japanese language learners seems to have

stabilized, and the Association is working on improvement of education quality.  

The JOCV Japanese teachers played an epoch-making role to develop the foundation of

the Japanese education in Hungary.  Hopefully the Japanese language education will

contribute to multilingualism that is the key to harmonious co-existence of peoples.
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はじめに

国際交流基金が四年毎に実施している最

新の統計（2000）によると、海外の日本語

学習者数がこの20年間に16倍以上に増加し、

1998年の時点で210万人以上が世界のいたる

ところで日本語を勉強している。ハンガリ

ー日本語教育の歴史を振り返ってみると、

飛躍的に大きな発展が見られるのは1990年

代である。それは東西冷戦が終末を告げる

とともに、中東欧がソ連の影響下から解放

され、それにともない西側諸国の援助がハ

ンガリーに投入され始めた時期に重なる。

日本のODA（政府開発援助）も開始され、

その先鞭をつけるべく青年海外協力隊の派

遣が始まった。ハンガリーにおける日本語

教育の史的展開の中で、ハンガリーに派遣

された青年海外協力隊日本語教師の活動に

注目しつつ、ハンガリーにおける日本語教

育の歴史を概観したい。

本稿では、ハンガリーにおける日本語教

育の史的展開を以下の三つの時期に分けて

検討してみたい。まず20世紀初期の日本語

教育の開始から体制転換前の1980年半ばま

での期間を第一期とし、続く1980年半ばか

ら2000年までを第二期、そして2001年以降

を第三期として見ていく。

1920年代から1980年半ばまでの60年に及

ぶ長い期間を第一期として一つにまとめて

しまうのは長すぎる観もあろう。しかしこ

の時期は日本語教育の芽が一旦、芽吹いた

ものの、戦争や社会主義という日本語を含

む外国語教育に不遇な社会環境において、

健全な成長が阻まれ速やかに次の段階へと

成長できなかった時期と捉え、一まとめと

してみて良いと考える。第二期はそれまで

と打って変わって大きな発展が見られた時

期である。この大きな発展はハンガリー日

本語教育界の内的要因からではなく、むし

ろ外的条件によってもたらされた。第一に

政治的変動による社会環境の変化、教育制

度の変革、そして社会主義時代には閉鎖さ

れていた国が開かれ、東欧への日本の国際

協力が開始されたということである。続く

第三期は、1990年代に力をつけたハンガリ

ー日本語教育界が自らの内なるエネルギー

で導き出した新しい時代である。ハンガリ

ーに派遣された青年海外協力隊日本語教師

の現在までの活動に注目し、評価を試みる

と同時に学校教育における日本語の位置づ

けおよび学習動機等の現状も探る。

筆者が初めてハンガリーを訪れたのは

1993年夏、二ヶ月の滞在１）であった。その後

も語学学習等のため数週間の滞在を繰り返

した。そして、1997年１月より1999年12月

までの三年間は、ブダぺストに勤務し、ハ

ンガリーにおける協力隊日本語隊員の活動

に触れる機会を得た。自ら、協力隊日本語

教師としての経験をもつ筆者は、2000年４

月からハンガリーにおける日本語教育を研

究対象として調査を始めた。日本語関係者

を訪れ、話を聞き、ハンガリー各地の日本

語教育の現場で、授業観察やインタビュー

を行なった。本稿はその活動成果の一部で

ある。

Ｉ．第一期（1920年代から1980年半ば）

Ⅰ－１　ツラン運動

ハンガリーと日本の文化交流を研究した

近藤（1999）は、ハンガリーにおける日本

への関心は19世紀の終わり頃から見られる

と指摘している。そして、20世紀初頭に起
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きた日露戦争で日本がヨーロッパの大国、

ロシアに対し勝利をおさめた出来事はハン

ガリーにおいても、より一層日本への関心

を深める引き金となった。ハンガリーにお

ける日本語教育の歴史はYamaji（1996：８）

によると1923年に始まる。第一次世界大戦

終結後、そして第二次世界大戦勃発前のい

わゆる戦間期においての出来事である。ハ

ンガリーの由緒あるエォトヴェシ・ローラ

ンド大学（Eotovos Lorand Tudomany-

egyetem略してELTE大学）２）において、ハン

ガリーの著名なトルコ学、言語学者プルー

レ・ヴィルモッシュ（Prohle Vilmos）３）が東

アジア言語・文学科長となったのがきっか

けで初めて日本語が教えられ始めた。

その時代背景として、1920年代から1940

年代に興隆を極めたツラン運動がその当時

の日本語教育に少なからぬ影響を与えてい

る。「ツラン運動」（Turanizum Mozgatas）

とはハンガリーの近代を専門とする歴史学

者、戸谷（1991：39）によれば、「日本とハ

ンガリーを結ぶ重要なつながりをなすもの

でインド・ヨーロッパ語族に含まれない、

日本人、フィンランド人、ハンガリー人、

トルコ人などのユーラシア大陸に居住する

諸民族の連帯を呼びかけた思想･文化運動」

である。日本では限定的に一部の層の支持

を得たに過ぎないが、ハンガリーにおける

日本語教育の歴史を振り返る際には、避け

ては通れない歴史の出来事である。なぜな

ら、ツラン運動によって、ハンガリーと日

本は親戚関係にあると教えられた人たちは、

当時ロシアにも勝る強さを誇った日本を狂

信的に崇拝し、それが日本語学習熱ともな

ったからである４）。

Ⅰ－２　今岡十一郎（1888－1973）

今岡は明治20年（1988年）島根県、松江

市に生まれ、大正３年（1914）東京外国語

学校（現在の東京外国語大学）ドイツ語科

を卒業した。同年、来日していたハンガリ

ーの民俗学者バラートシ・バローグ・ベネ

ディク（Baratosi Balogh Benedik）のアイ

ヌ、ギリヤーク、オロック研究旅行で北海

道・樺太に同行し、これが縁で、バラート

シから日本におけるツラン運動普及への協

力を求められる。1921年再来日したバラー

トシの通訳、翻訳者として協力した後に今

岡はハンガリーへ渡った。1922年から1931

年までの10年近くハンガリーに滞在し、精

力的にハンガリーのことを学び、また活動

的に日本の紹介に努めた。ハンガリーの歴

史研究家Umemura（1999）によると、日本

人としてハンガリーで初めて日本について

の講義をしたのは今岡であった。また、

ELTE大学で1923年から日本語教育が始まっ

たのは、この今岡の日本語の講義がきっか

けであった。

日本に帰国した今岡は「ツラン運動」を

ハンガリー人と日本人の同族間における啓

蒙的文化的運動として日本に紹介した。ま

た、ハンガリー語学習が困難なのはその入

門書と辞書がないからだと判断し、1942年

にハンガリー語の入門書『ハンガリー語４

週間』を刊行し、辞書の編纂にも着手した。

辞書編纂は結果的に今岡のライフワークと

なり、没年の1973年に刊行された。そして

この『ハンガリー語辞典』の改訂新版が今

岡の長女の尽力により2001年に出版された。

巻末にある今岡の文中に次の記事が紹介さ

れている。1931年、夏、今岡の帰国にあた
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って書かれた、ハンガリーの新聞「ブダペ

スト・ジャーナル（仮訳）」（Pesti Naplo）

の論説委員サボー・ラスロー（Szabo Laszlo）

によるものである。「我々は今岡により多く

のことを学んだ。日本の古い文化について、

また新しいことも。又一千年前の女流作家、

紫式部の長編小説『源氏物語』についても

聞いた。願わくばその帰国後は我々の敬愛

する日本国民にはるか西方の、中欧の景勝

地、ドナウ盆地において文化の高い異民族

と厳しい生存闘争のさなかにも、日本を慕

うマジャール民族のいることを伝えてほし

い。」（今岡2001：1134）

この後の日本人は留学生としてパズマー

ニ・ペーテル大学（現ELTE大学）へ留学し

た徳永康元５）になる。徳永は1938年に締結さ

れた日ハ文化協定の結果、派遣される事と

なった最初のそしてたった一人の留学生だ

った。当時ハンガリー語及びハンガリー文

学を専攻していた学生は徳永しかいなかっ

たからだと言う。留学生という身分ではあ

るが、ハンガリー語を専攻する言語学の学

生であり、また他に日本語を教えられる日

本人がいなかったということで、徳永が大

学の正式の講師として日本語を教えた。現

地人としてはこの当時既にマヨール・ジュ

ラ（Major Gyula）が日本語を教えていた。

徳永の記憶によるとマヨールの教えていた

日本語は「ござります」調の大時代な、古

風なものだったという。初めて日本を訪れ

たのは戦後になってからだったというマヨ

ールは当時、彼がパリ滞在中に古い本で学

んだ日本語を教えていたようだ６）。

1942年第二次世界大戦の戦火が広がり徳

永は講義を中断し、帰国を余儀なくされた。

そしてハンガリーは枢軸側として日本と共

に戦うが敗戦となる。そしてその後の、マ

ヨール・ジュラの貢献は大きい。TIT市民講

座（Tudomanyos Ismeretterjeszto Tarsulat）

で日本語クラスを再開し、最初の日本語教

科書を作成した（Sato：1996）。また市民講

座に関してはハンガリーにおける日本研究

について発表したハンガリー、セゲド大学

の法律学者、ハイドゥー・ヨージェフ（Haj-

du Jozsef）が次のように述べている。第二

次世界大戦後、中断されていた日本語教育

は「言葉だけではなく、日本文化も熱心に

教えたマヨール・ジュラによる市民講座が

日 本 語 教 育 の 新 し い 時 代 を 開 い た 。」

（1997：９）。戦後、ハンガリーはソビエト

の傘下に組み入れられ社会主義国となった

が、ソビエトの強圧に反発し、1956年には

ハンガリー動乱が起こった。このハンガリ

ー動乱の２年後、現在も日本で教育者とし

て積極的に活動し、コダーイ芸術教育研究

所の主宰者でもある羽仁協子が日本語教師

としてELTE大学に迎えられた。徳永の帰国

16年後のことである。

Ⅰ－３　羽仁協子（1929－）

現在、羽仁は自ら設立に尽力した、不登

校児のための学校、愛知県黄柳野高校の理

事長を務めている。このセクションは黄柳

野高校での面談にて得た情報と著書『遠く

から来た鏡』の内容などを対照してまとめ

たものである。当時の時代背景を知る上に

も貴重と考えるので、簡単な生い立ちとと

もに、羽仁がハンガリーの日本語教育にど

のように関わっていったかを見る。

歴史学者羽仁五郎を父に、評論家羽仁説

子を母に1929年、東京に生まれた羽仁協子

は祖父母にあたる羽仁吉一、もと子創設の

ハンガリーにおける日本語教育史概観
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自由学園を卒業後、斎藤秀雄に師事し音楽

の指揮法を勉強した。そして学びながら

1947年から、ヨーロッパへ出発する1953年

まで自由学園で音楽を教えていた。ハンガ

リーを代表する音楽家の一人コダーイ・ゾ

ルタン（Kodaly Zoltan）と親交のあった父、

羽仁五郎の勧めもあり、ハンガリーで音楽

を勉強する事を考えるようになった。日本

から外国へ音楽の勉強に行く音楽留学生た

ちがそろそろ出始めた頃である７）。祖父の羽

仁吉一からの奨学金により、羽仁協子は24

歳にして単身、1953年にヨーロッパへ渡っ

た。しかし当時社会主義国のハンガリーへ

の入国は容易ではなかった。まずは隣国オ

ーストリアのウィーンへ入り１年を過ごし

たが、ハンガリー入国の目処は立ちそうに

もない。長期戦を見込んでウィーンほど生

活費がかからない東ドイツへ行く事にした。

東ドイツへはベルリンを抜けて入る事がで

きた。そして、ライプツィヒの音楽学校の

指揮科で勉強をしながらハンガリー入国の

許可を待つ事にした。

日本語教師としてなら、ということでよ

うやくハンガリーへ入いれたのは1958年、

ライプツィヒの音楽学校指揮科を卒業して

半年も経ってからの事だった。1956年のハ

ンガリー動乱の２年後、ハンガリーの情勢

も少しは変わり、日本語を教えるという大

義名分があれば何とか入国許可が降りるだ

ろうとのハンガリー側、コダーイ・ゾルタ

ンからの依頼を受けた、当時の工芸美術館

館長ホルバート（Horvath）の働きかけがよ

うやく功を奏したのだった。

1958年から1967年までの９年間に亘って、

ブダペストにあるELTE大学で日本語を教え

た羽仁協子にとってそれはあくまでもハン

ガリーに滞在するための手段であった。大

学の講師になって生活を立て、実はハンガ

リー語を勉強したかったという。親の顔を

立てるためハンガリー滞在最初の１年間は

コダーイ音楽研究所に通い、収集された民

族音楽分類の手伝いをしたり、日本から来

る研究者等、来客の世話をしたりしていた

が、羽仁の興味の中心は既に音楽からハン

ガリー語、ハンガリー文学へと移っていた。

ウィーン滞在時代から、最初は独ハ辞書

と入手可能なハンガリー語の本を使って独

学で、ハンガリー語の勉強をし始めていた。

どこに行ってもハンガリー人を捜して、教

えてもらいながら勉強をした。そしてハン

ガリーに行ってからはますます情熱を傾け

てハンガリー語の勉強をするようになり、

ハンガリーの文学作品を読み、またハンガ

リー人の友人との共同作業で日本文学をハ

ンガリー語に翻訳するようにもなった。

そのかたわら、ハンガリーに滞在し続け

るために、日本語を教えていたのだ。羽仁

によると、彼女が時間講師で週に２時間の

日本語クラスを担当するようになる1958年

までELTE大学においては日本語のクラスは

なく、日本語教育は中断していたらしい。

また大学で教えたといっても受講生は大学

生のみではなく、社会人が大勢いたという。

1950年代後半から1960年代の当時、第２次

大戦時に日本と共に枢軸側として戦ったハ

ンガリーには「八紘一宇」的な精神がまだ

残り、またツラン運動の影響もあり、狂信

的ともいえる親日家が多くいた。日本語ク

ラスの中にも昔の国家主義的な時代の日本

を好む年配の男性が多かった。そしてその

人たちは、ちょうど羽仁がハンガリー語を

独学で勉強したように、入手困難な本をよ
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うやく手に入れて日本語を独学で勉強して

いたのだった。正真正銘の日本人が日本語

を教えに来るという事で、大学生に混じっ

て、多くの社会人が、上は60代の年配の人

たちまでが習いに来た。羽仁の記憶による

と、大学生は、羽仁がハンガリーに滞在し

た９年間に５－10人くらいしかいず、主に

は社会人の参加だったという。この数少な

い当時の大学生の中から今ハンガリーの日

本語教育界で活躍している日本語教育推進

者がこの時育っていた。たとえば、ヴィハ

ル・ユディット（Vihar Judit）、ヒダシ･ユ

ディット（Hidasi Judit）等である。

若くて、勉強熱心な大学生以外の多くの

年配の人々は、発音にもひどい癖があり、

覚えも悪かった。また、羽仁は国粋主義的

な言動に反発を覚えていたこともあり、ク

ラスで何度も大声で怒ったという。本人は

日本語を教えるのはあくまでも手段であり、

従って「片手間だった」と公言する。しか

し、その当時、羽仁から日本語を習ったビ

ハル・ユディットはその熱心な先生ぶりを

「教師の鏡」と賞賛している。羽仁自身の言

葉は謙遜に過ぎず、筆者が面談の際に得た

印象、また羽仁を知る人達の評判からも、

実は立派に日本語教授の責務を果たしてい

たと推測される。「教える事自体は好きだし、

その上外国に来て以来、習う事ばかり多く

て、久しぶりの教える立場は小気味が良か

った」と羽仁自身も述懐している。

Ⅱ．第二期（1980年半ばから1999年）

ハンガリーにおいては、ベルリンの壁が

崩壊した1989年より以前から政治的社会的

な変動の兆しが強く現れていた。東欧の共

産主義は既に破綻し、完全に行き詰まって

いたのである。ハンガリーの著名な社会学

者、ハンキッシュ・エレメール（Hankiss

Elemer）は「1980年代、指導層のエリート

がイデオロギー的な自信を失い、また家族

や個人が自立するようになって、社会や教

育に与える共産党の影響は急激に力をなく

した」（1990：115）と指摘している。共産

党の力が衰退したこの時期の1980年代後半

に、日本語教育発展の兆しが見え始めた。

1986年には日本語教育が最初に実施されて

いたELTE大学に日本学科が正式に発足して

いる。

Ⅱ－１　ハンガリーの教育制度

半世紀近くの社会主義時代が終わりを告

げ、1989年末の体制転換の後、外国語教育

に大きな変化が起こった。それまで必修だ

ったロシア語が自由選択になったのである。

ロシア語必修から解放されたハンガリーの

人々の多くは第一外国語として英語または

ドイツ語を勉強し始めた。西隣にオースト

リアと国境を接するハンガリーにとって、

かつてのオーストリア・ハンガリー二重帝

国の名残りもあってかドイツ語は英語に並

ぶ第一外国語として人気が高い。そして、

数ある外国語の中で日本語の学習も第二、

第三外国語として人気を集め始めたのであ

る。

ロシア語が必修外国語でなくなったこと

が、日本語教育の発展につながったことは

否めない事実だが、それだけではない。教

育制度自体が変わり、それが日本語教育の

広がる土壌を作ったということも言える。

ここでハンガリーの教育制度についての状

況を見ておこう。

学問の長い歴史と伝統を誇るヨーロッパ
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の一国として、「ハンガリーの教育制度は歴

史も古く、また世界的に見ても非常に優れ

たもので、教育レベルも高い」と1998年に

実施されたOECDの調査報告（1999：13）に

も述べられている。しかし制度的には1989

年の体制転換により様々な教育改革が行な

われており、今なお過渡期の混迷から抜け

出ていないのが現状だといえる。伝統的な

初等教育８年、中等教育４年というパター

ンから、初等教育４年、中等教育８年或い

は初等教育６年、中等教育６年、そして初

等中等が一体化した12年制の学校も出てき

ている。生徒の能力をより効率的に開発し

ようという試みである。Halasz（2001）によ

ると、従来は６歳で入学し小学校８年を修

了するのが14歳であったのが、今多様化す

る教育制度の中で、６年間の初等教育を受

け12歳で職業訓練校に入ることも出来るよ

うになっている。個人の能力に応じ、勉強

があまり得意でない生徒は、早く他の技術

を身につけられるようにとの意図である。

また以前は学区制で、住居から一番近い

学校へ通うのが普通であったが、教育改革

の一環として、子供の興味や能力に応じた

学校を自由に選べるようになった。少子化８）

が進む中、生徒数の確保が困難になって来

ている上、面白くなさそうな学校へは子供

が行かないような状況になった。「語学教育

はIT教育と並んで初等・中等学校では重要

視されている」（OECD1999：15）との記述

があり、確かに外国語教育の最重要課題で

ある英語とドイツ語に関しては様々な特別

措置がある９）。そして、日本語という目新し

い科目を開講して生徒を集めようとする学

校も出てきている。

中等教育機関の種類としては進学が主目

的のギムナジウムの他、職業訓練校、専門

学校などがある。ギムナジウムはもともと

４年制だったのが、現在は前述の通り６年

制もあり８年制もある。職業訓練校や専門

学校は主に２－３年制である。高等教育は

５年制のエジェテム（Egyetem）と４年制

のフューイシュコラ（Foiskola）がある。日

本語にすると両方「大学」になってしまう

のだか、厳密に言うとフューイシュコラは

短大で、エジェテムは大学院に相当し、エジ

ェテムを修了すると修士号を取得できる10）。

体制転換による、計画経済から市場経済

への移行後、10年以上経過した現在も大学

教育の改革は遅々として進まず、今の社会

が必要としている人材を輩出するにいたっ

ていない。「大学側、教授陣の都合や興味で

教育の内容が決められている」（OECD,

1999：45）のが現状である。しかし、この

ような現状にもかかわらず、大学への進学

率は増加の一途をたどっている。1980年代

の終わり10%だったのが1996年には20%にな

り、2005年には30%に達するであろうとの予

想が立てられている（OECD, 1999：19）。ア

メ リ カ の 東 欧 専 門 家 、 ヴ ァ ー デ リ ー

（Verdery）はその著書（1996）の巻頭に

「社会主義とは資本主義から資本主義への最

も長くて辛い道のり」との皮肉な言葉を掲

げているが、その長くて辛い道のりの末に

訪れた市場経済、そしてより充実した資本

主義の到来にむけて、ハンガリーの若者の、

学問あるいは学歴に対する期待の大きさが

その数字に表れているのではなかろうか。

Ⅱ－２　才能開発実験教育

ハンガリーの日本語教育における一つの

ユニークな点は、かなり早い時期から小学
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校で日本語が教えられ始めたということで

ある。1986年ELTE大学の正式な日本学科発

足に続いて日本語教育が始まったのは高校

ではなく小学校であった。1987年にはブダ

ペスト郊外の小さな町トルクバーリント

（Torokbalint）の小学校で実験的に日本語が

教えられ始めた。トルクバーリント実験小

学校においては1987年に当時の校長の意向

で招聘されてきた教育学者ジョルナイ・ヨ

ージェフ（Zsolnaj Jozsef）の指導の下で42

科目という数多くの科目が生徒の能力や興

味に応じて教えられるジョルナイ・システ

ムと呼ばれる「才能開発教育」が始まった。

そしてその科目の中に日本語があった。自

由な雰囲気の中で、なるべく子供たちが好

きなことを学ぶことによって、各自の才能

を伸ばそうという教育方法である。トルク

バーリント小学校のジョルナイ・システム

の下で日本語を教え、また日本滞在中にハ

ンガリー語の日本語文法書を書き下ろした

キッシュ・イロナ（Kiss Ilona）はジョルナ

イ・システムの日本語導入に関して以下の

ように解説している。「日本語は表記とその

複雑な読み方を習得する際に、脳の抽象的

な言語の思考機能を開発するのみにとどま

らず、具象体として視覚にも訴える。また

ひらがな、カタカナの書き方の練習が、「お

絵描き」に似た脳の機能をも刺激するので、

子供の頭脳の総合的な成長が期待できる」

というのである。確かに、一画の簡単な仮

名文字と、画数の多い複雑な字を、同じ大

きさの桝目にバランス良く書くことは小さ

い子供にとってそう簡単なことではない。

それが子供の脳の活動を促すのであろう。

Ⅱ－３　オープン・ソサエティ

日本の雑誌に紹介されたトルクバーリン

ト実験小学校の「才能開発教育」の記事を

読み、その画期的な子供中心の学校教育を

自分の目で確かめたいと1990年、日本の若

者Ｘがハンガリーにやって来た。体制転換

後は外国人も、自由に出入りすることが出

来るようになっていた。1956年のハンガリ

ー動乱時に祖国を後にして、アメリカで大

富豪になったショロシュ11）が標榜する「オー

プン・ソサエティ」の到来である。ジョル

ナイの教育理念に賛同したＸは1991年１月

から同小学校の日本語教師として活動を始

めた。授業で日本語を教える傍ら、彼は

「地球の歩き方」という旅行ガイドブックに

学校の紹介記事を投稿し、日本人客の来訪、

授業参観を呼びかけた。日本語を一生懸命

に勉強しても、日本人に触れる機会の少な

いハンガリーの田舎町に住む自分の教え子

たちに生の日本語を聞かせてやりたい、さ

まざまな日本人に会わせてやりたいという

気持ちからである。ハンガリーに来る日本

の旅行客に、彼の日本語クラスを訪問して

もらい、日本語を勉強している子供たちと

の交流を図り、生徒の日本語学習の動機付

けをより明確で、強固なものにしようとい

う意図である。この計画は大成功を収め、

投稿記事を見た多くの日本人旅行者が学校

を訪れてきた。子供たちは多くの日本人旅

行者たちと日本語で話し、さまざまな日本

人とふれあうことができた。また日本人旅

行者も、ハンガリーの小学校を訪ね、普通

の旅行では見られないハンガリーの一面を

見ることもできた。そして、こうして訪ね

てきた旅行者の中からＸの後を継ぐような
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形で日本語教師になり、今なおハンガリー

で教えている人たちも現れている。現在ト

ルックバーリントでハンガリー人教師とと

もに教えているＹもこうして、ハンガリー

の日本語教育に足を踏み入れた若者の一人

である。

Ｙは大学在学中の1995年冬にハンガリー

を旅行し、トルックバーリントの日本語の

クラスを見学に行った。そこで日本語を勉

強するハンガリーの子供たちの可愛さに魅

了された。1996年、Ｘが日本語研究で修士

号を取るために一時帰国するに当たって代

替教師を探していたとき、ちょうど、Ｙは

大学を卒業し就職の時期だった。Ｙはハン

ガリーで日本語を勉強する子供たちの笑顔

が忘れられず、ハンガリーに渡り、子供た

ちに日本語を教えることにした。以来現在

もハンガリー人教師とのチームティーチン

グを続けている。そして、筑波大学で修士

号を修めたＸもハンガリーに戻り、後述す

るカーロリ・ガーシュパール大学（Karoli

Gaspar Reformatos Egyetem）で日本語教

師としてハンガリーでの活躍を続けている。

このように、この時期、政治体制が変わり、

国が開かれたことによって、日本からの若

者が自由にハンガリーで活動できるように

なった。このことがハンガリーの日本語教

育の発展に大きな変化を与えている。

Ⅱ－４　日本の国際協力

1989年11月のベルリンの壁崩壊に象徴さ

れる世界の動きに対応すべく、当時の首相

海部総理大臣は1990年に欧州を歴訪した。

そして激動する東欧情勢にかんがみ、経済、

技術、食糧援助など多くの分野で積極的な

援助をすることを表明した12）。そして、外務

省下の特殊法人で政府開発援助の実施機関

である国際協力事業団は青年海外協力隊13）の

派遣からハンガリーへの援助事業を始める

ことにした。国際協力事業団内部資料によ

ると、ハンガリーに対しては協力開始のた

めの調査団が1990年内に二度派遣され、

1990年４月の事前調査においては、「ハンガ

リー側はすでに技術・文化の面では相当の

水準に達しており、両国の関係強化を図る

ためには、日本語教育及び武道関係分野の

文化協力が有効であろう」と示唆された。

青年海外協力隊がハンガリーに派遣開始

されるにあたって、まずその調整員事務所

がブダペストに開設され、短期緊急派遣と

いう形態で1992年３月に２名の日本語教師

が送られた。以来、JICA/JOCVハンガリー

事務所によると、1999年末までに延べ44名

の協力隊日本語教師が派遣され、ハンガリ

ーの日本語教育に携わっている。協力隊日

本語教師の派遣によって、日本語教育を実

施する教育機関の数が大幅に伸び、従って、

日本語学習者数も増加した。首都ブダペス

トに集中していた外国語教育の機会は、こ

の協力隊日本語教師の地方派遣によって、

ハンガリーのより多くの地方都市の住民に

も受益の機会が広がった。

また国際交流基金14）も、1991年の９月に全

東欧を管轄する事務所をブダペストに開設

した。以来、日本文化の紹介の一部として

日本語教室を開講するほか、日本映画の紹

介、日本関係図書の公開等をしている。日

本語学習教材寄贈、現地人日本語教師の日

本研修、日本語および日本研究の専門家派

遣等々のプログラムでハンガリーにおける

日本語学習を支援する態勢が整った。

そして、それから約十年を経過した今、
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協力隊日本語教師から日本語を習った生徒

の中から日本語教師になろうとする者も出

始めている。下に数量的変化の簡単な統計

を示す15）。

Ⅱ－５　青年海外協力隊日本語教師会

協力隊日本語教師はハンガリー全国に散

在して活動しているが、自主的に定期的な

集会を持ち、日本語教授法のいろいろ、ク

ラスコントロールのヒント、新しい教材

等々の情報交換及び勉強会を行っている。

1999年12月からの開催で16）、2000年、2001年

は６月と12月の年２回ずつ開かれていた。

毎回日本語隊員の他に、協力隊事務所長、

調整員、大使館文化担当書記官、国際交流

基金ブダペスト事務所所長、日本語アドバ

イザー17）及びハンガリーの日本語教育に詳し

いゲスト講師を迎えて行なわれている。非

常に熱心にハンガリーの日本語教育に関す

る話を聞き、自分たちの経験を語り合い、

週末を費やしてハンガリーにおける日本語

教育について討議討論する。

筆者もこの会合に３度参加したが、その

討議内容や研究発表はかなりレベルの高い

ものである。ここにいくつか隊員の発表報

告のテーマを紹介すると、「試験問題失敗集」

「ハンガリー人のためのひらがな導入法紹

介」「小学生対象授業の留意点、文化紹介」

「ハンガリーを意識した授業」等がある。実

際に自分たちが工夫して作成し、授業で使

った教材を配布し、経験談を基に議論し、

アイデアを交換し合ったりする。ハンガリ

ー人の教師に囲まれて仕事をしているので、

日本についてのハンガリー語の教材を作る

にも、良い物が出来るようだ。小学生対象

のものでも日本文化紹介のハンガリー語資

料など非常にレベルが高い。

またこの会の有志で作られた教科書作成

委員会がある。高校に派遣された隊員が中

心になって独自でハンガリーの高校生の生

活事情に即した教材を開発しようと1994年

に結成された。そしてその成果が『ハンガ

リー人のための日本語Ⅰ/Ⅱ』２巻として形

になろうとしている。１巻A4版160ページ、

20課からなる初級の教科書である。教科書

作成委員会結成以来９年間にわたり総計18

名の日本語教師隊員が協力して作成したも

のである。複数の高校で試用し、改訂のた

め60回以上のミーティングを重ね、ようや

く2002年９月の段階で下刷りが出来た。構

成はまず高校生が興味を持つような本文を

中心に文法、漢字、練習問題、そしてコラ

ムとなっている。コラムには、ハンガリー

語による文法の補足説明や日本文化、習慣、

歌の紹介等が盛りこんである。

『ハンガリー人のための日本語Ⅰ』にある

前書き『はじめに』によると、「自然さを追

求した面白みあふれる本文」が最大の特色

であり、目標はハンガリーの日本語を学ぶ

高校生に言葉を学ぶ楽しさを知ってもらう

ことであるという。本文のストーリーはハ

ンガリーと日本の高校生の交流を通じて、

生徒達の身近な日常生活の様々な場面や学

校生活に関する話題を中心に、お互いの生

活習慣を紹介しあったりする。会話文のみ

ではなく、手紙文や日記文などもとり入れ

られており、工夫が見られる。巻末にはカ

ハンガリーにおける日本語教育史概観
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1998 年1990 年以前

24 校４校日本語教育機関数

845 人100 人日本語学習者数

50 人７人日本語教師数

11 都市２都市日本語教育実施都市

この数字から 1990 年代の大きな伸びが見て取れる。



タカナ表記のハンガリー人の名前、国名、

地名リストの他、９ページにわたる単語リ

ストが付いている。未だに日本語・ハンガ

リー語、ハンガリー語・日本語の適当な辞

書がなく、英語やドイツ語などの主要外国

語を介してしか辞書が引けない現状におい

ては非常に有用である18）。この他にも、ハン

ガリーにおける日本語教育においては独自

の教材が初等教育、高等教育においても各

教育機関で開発されている。次に協力隊日

本語教師が実際に活動している、あるいは

過去に活動していた現場をいくつか紹介す

る。

＜Ⅱ－５－１　初等教育：ヴィラーニョッシ

ュ小学校＞

ブダペストの12区という地域は在ハンガ

リー日本大使館が位置する、高級住宅街で

ある。このような環境にあるこの小学校は

さまざまな意味で恵まれている。外国語も

英独日の三言語から選ぶことが出来る。日

本語教育は1991年から始められ、2002年の

時点では二人のハンガリー人教師が教鞭を

とっている。自らの子弟に日本語を習わせ

たいと思ったハンガリー人日本語教師が、

自宅付近にあった当小学校の校長に働きか

けて、日本語開講に至った。当時、ブダペ

ストに滞在していた一日本人の協力を得、

独自で子供向けの教科書「やさしい日本語」

を作成し、チームティーチングで教えた。

その日本人協力者が帰国した後、協力隊日

本語教師が派遣され始め、中心になるハン

ガリー人教師とともに小学生に日本語を教

えた。数年後、派遣は中止されたものの日

本語教育は着実に継続されている。

ここヴィラーニョッシュ小学校の生徒が

英語やドイツ語を習い始めるのは小学３年

生からである。しかし、日本語は文字がア

ルファベットではなく、その分、習得事項

が多いという理由から他の外国語より１年

早く小学２年生から始められる。選択外国

語の一つとして日本語を開講するかどうか、

また日本語は他の外国語より１年早く導入

する等の事項は全て校長の権限において決

定される。勿論担当の日本語教師と相談の

うえではあるが校長の日本語に対する熱意

が端的に表れる。ここヴィラーニョッシュ

の場合、校長は自らの２人の子供たちにも

日本語を取らせているほどの日本語推進派

である。

小学２年生の子供たちは、「こんにちは」

「さよなら」などの挨拶のほか、ひらがなは

「く」「し」「つ」等の簡単なものから習い始

め、お絵描きや歌などをまじえて、楽しく

日本語に親しみ始める。多くの成人学習者

にとっては負担の大きい日本語の文字学習

も、子供たちは嬉々として、遊びの中で覚

えてしまう。文字、少なくともひらがなを

習得してしまっていると、高校生になって

日本語を継続する場合、文法事項や難しい

漢字の学習に集中できるので、学ぶほうも、

教えるほうも非常に楽である。

1997年当時、この小学校で日本語を習い

始めた生徒が高校へ行く年齢に達したとき、

同学区に日本語の勉強できる高校がなかっ

た。継続して日本語を勉強したい生徒は、

そのためにわざわざ遠くの高校へ行かなく

てはならなかった。しかしこれはまもなく

改善されて、近くの高校でも日本語が開講

されるようになった。そして、すでにその

高校からも日本語を勉強した生徒が卒業し

ようとしている。
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このほか地方の小学校においてもいくつ

かの都市で日本語教育、日本文化紹介が試

みられている。小学校教員や生け花という

職種で派遣された隊員が日本語を教えてい

る場合もある。

＜Ⅱ－５－２　中等教育：バビチ・ミハーイ

とテレーズ・ヴァーロシュ＞

1990年に中等教育機関でいち早く日本語

コースを設置したバビチ・ミハーイ・ギム

ナジウム（Babits Mihaly Gimnazium）19）はハ

ンガリーの高校においては最も長い日本語

教育の歴史を持ち、充実した内容で評判も

高い。協力隊日本語教師も1993年から派遣

されつづけ、現在５代目の隊員がハンガリ

ー人カウンターパートともに高校生を相手

に日本語を教えている。日本語のクラスは

多くの場合、クラブ活動や自由選択科目と

して扱っている学校が主流であるのに対し

て、バビチでは選択必修という位置付けで

ある。そして週６－８時間もの日本語クラ

スがある。普通ハンガリーでは、外国語の

必修学習時間は週３時間なので、学校側の

日本語教育に対する力の入れ方が分かる。

日本語の好きな生徒にとっては良いことな

のだが、１年生の初めにいったん授業登録

すると卒業するまでの４年間途中で止める

ことはできない制度を採っているため、途

中で日本語学習への興味を失ってしまい、

他の科目に代えたいと思ってもできない。

やる気がなくても授業に出なければならな

いので、生徒にとっても教師にとっても困

難な状況を生み出す結果にもなっている。

しかし、多くの学生は進んで日本語を学

んでいる。そして、ここでの協力隊日本語

教師とその生徒のふれあいが新しいハンガ

リー人日本語教師を生み出そうとしている。

生徒とそう年齢も変わらない協力隊隊員は

授業が終わると友達同志という関係になる

場合が多い。とても親しい友達になり、日

本語を教えてもらっているうちに自分も日

本語の先生になりたいと思う生徒が出てき

ている。協力隊日本語教師の教え子がハン

ガリーで日本語の先生になる日は近い。

第一章でも述べたように、少子化が深刻

に進むハンガリーであるが、生徒数の確保

は学校運営上の最大関心事の一つである。

また、ハンガリーの公立初等中等教育機関

への国からの基本予算は生徒数によること

から、生徒、また生徒の親に対するアピー

ルが重要になってくる。バビチの場合、日

本語を勉強するために、遠くから生徒が通

ってくることもあるという。

テレーズ・ヴァーロシュ二カ国語学校

（Terezvaros Kettannyelvu Altalanosiskola

es Gimnazium）は1867年創立の由緒ある学

校で、ブダペストの繁華街の中心に位置し

ている。１年生から８年生までの初等教育

の部と９年生から12年生までの中等教育の

部からなっている。この学校の「二カ国語」

という名前は、ハンガリー語のほかにもう

一つの言葉で授業が行なわれるバイリンガ

ル教育を実施しているという意味である。

テレーズの場合は生徒をＡグループとＢグ

ループの二つに分け、Ａグループはハンガ

リー語とドイツ語、Ｂグループはハンガリ

ー語と英語で授業が行われる。この制度は

1990年から開始されたのであるが、それか

らまもなく選択第二外国語として日本語が

選べるようになった。中等教育における日

本語教育ではここもバビチと同じく早いス

タートである。1992年の協力隊日本語教師

ハンガリーにおける日本語教育史概観
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の派遣をきっかけに日本語クラスが開講さ

れた。開始の時は生徒数も少なく協力隊隊

員だけで教えていたのだが、年を経、生徒

が増えるにしたがって、一人では教えきれ

なくなり、ハンガリー人の日本語教師が、

日本人といっしょに教えるというチームテ

ィーチングが始まった。それ以来、この形

態はずっと継続されている。

日本語が選択できるのは９年生からであ

るが、９・10・11・12年生それぞれに週

３－４時間の授業があり、ここで初めて日

本語を習って、大学に行っても続けるとい

う生徒もかなりいる。ここにも現在５代目

の協力隊日本語教師が派遣されており、バ

ビチ・ミハーイと並んで中等教育における

日本語教育の名門校で、真剣に日本語教育

と取り組んでいる。ともに日本語のしっか

りしたハンガリー人カウンターパートがい

るという点でも共通している。「ハンガリー

人日本語教師はいても、母語話者ではない

ので、協力隊からの派遣日本語教師は不可

欠だ」と、両校とも学校側は強く派遣継続

を望んでいる。これは筆者が校長および、

日本語担当者にインタビューした際に得た

情報である。

＜Ⅱ－５－３　高等教育：カーロリ・ガーシ

ュパール大学＞

カーロリ・ガーシュパール大学はもとも

と神学大学であったということで、社会主

義時代は閉鎖されていた。体制転換後の

1990年から総合大学に改変され、法律の部

門を併合し、人文学部も併設し再開した。

大学内部資料によると規模及び学生数の点

で、ハンガリーで一番小さい大学であると

いう。そしてこの人文学部の中で1990年初

頭から日本語教育が徐々に始まり、1994年

には本格的な日本語専攻科が開設され、以

来、力を入れて取り組まれている。ここで

はELTE大学で日本語・日本研究を修めたハ

ンガリー人の教授陣が数名の日本人教員と

ともに日本語教育に当たっている。常勤、

非常勤を入れると10名を超える幅広い教授

陣を誇り、日本語教育の内容も充実してい

る。教員養成プログラムもすでに開始され、

日本語教育においてはその歴史を誇るELTE

大学を凌駕する勢いで教師陣が、その教育

制度の整備にも真剣に取り組んでいる。特

に、前述のＸをはじめ、日本人スタッフの

力の入れ様は特筆に価するだろう。ハンガ

リー一小さい大学のハンガリー一立派な日

本語学科を目指して、日本語教育の充実に

取り組んでいる。

この大学への最初の協力隊日本語教師は、

他の配属先と兼任という形で入ることにな

った。1994年に協力隊日本語教師としてブ

ダペストから20キロばかり離れた町の別の

大学に赴任していたＺである。延長を重ね

た３年４ヶ月の任期が終了する頃、カーロ

リ・ガーシュパール大学でも臨時講師とし

て教えるようになっていた。Ｚの任期終了

による帰国を知ったカーロリ・ガーシュパ

ール大学は、協力隊の任期が終わった後も、

続けて教えないかと打診してきた。日本語

コースを開講以来、日本語専攻の新しい学

生が毎年増え続けていく状況の中、教えな

れた日本人ネーティブ・スピーカーの教師

を確保したかった大学側と、日本語教師と

しての活動を続けたいと思っていたＺの希

望が合致し、実現した。1997年３月のこと

である。Ｚが協力隊を離れて感じたことは、

個人の一日本語教師としての孤立感であっ
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た。教師仲間の間には何の繋がりもなく、

情報もなく、協力隊時代にはあった日本政

府からのサポートもなければ、仲間も居な

い、どこで、どんな人が、どんな学生を相

手に、どんな授業をしているのか、全く情

報がなかった。このことが後述のハンガリ

ー日本語教師会発足の端緒になった。協力

隊日本語教師は、Ｚのあと、もう一名の受

入れを最後にカーロリ・ガーシュパール大

学からの要請は停止された。日本語学科長

の話によると、協力隊派遣が永続的に続く

わけではなく、いずれは撤退していくであ

ろうから、また、協力隊は任期が短く２年

以内で20）次々に交代するので、一緒に仕事が

しづらいからという理由からである。

教師陣の充実したカーロリ・ガーシュパ

ール大学は多くの学生の要望に応えるべく、

新しいプログラムを開講している。高校ま

でに日本語を学習する機会はなかったが、

大学から日本語を学びたいという学生の為

のコースである。日本語科への入学は日本

語の試験に合格しなければならないため、

１年生に入学する前に、日本語入学試験の

受験に備えるのだ。このクラスは有料で、

大学の大きな収入源になっているという。

そう安くない授業料を払ってまで、日本語

を勉強したいという学生が、毎年10－15名

いる。カーロリ・ガーシュパール大学は現

在ハンガリーの日本語教育をリードする存

在となるべく、着実に業績を上げて行って

いる21）。そしてハンガリー滞在９年目、元協

力隊隊員のＺもその大きな推進力になって

いる。

＜Ⅱ－５－４　高等教育： ブダペスト商科

大学＞

ブダペスト商科大学（Budapest Gazdasa-

gi Foiskola）はハンガリーの近年の大学構造

改革で他の２つの大学と併合されて、より

大きな学校となったが、以前は外国貿易大

学（Kulkereskedelmi Foiskola）と呼ばれて

いた。外国貿易大学時代の1984年から日本

語クラスが開始され、今も多くの優れた実

用日本語話者を輩出している。ここでの日

本語教育の主導者は1960年代にELTE大学で

副専攻として前述の羽仁から日本語を学ん

だヒダシ・ユディットである。もともと、

彼女の主専攻だったロシア語を教えていた

のだが、日本留学後、日本語も教え始めた。

４年制の大学で、ここへは日本語の基礎

知識が全くなくても入れる。日本語の生徒

数はおよそ50名、最初の３年間に500時間の

授業を受ける。それだけの時間数で充分話

せるようになるのはかなり困難だというこ

とで、次のような目標設定をしている。「日

本人の思考様式や行動様式を良く理解した

上で、英語あるいは他の外国語でコミュニ

ケーションを行なう人材を養成することが

目的である。しかし日本で仕事をしたり、

また日本人と仕事をしたりする機会が出て

きた時に、比較的、短時間で容易に日本語

でコミュニケーションが出来るようになる

ことを目指している。」（佐藤, 2002：82）

高等教育機関における日本語教育のパイ

オニアの一つでもあるブダペスト商科大学

はヒダシの日本人社会との強いネットワー

クを生かし青年海外協力隊の派遣が始まる

とすぐに、その受入先となった。以来、現

在に至るまで協力隊日本語教師はブダペス

ハンガリーにおける日本語教育史概観
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ト商科大学の欠かせない人材となっている。

1992年の青年海外協力隊派遣開始と同時に

常時一人の日本語教師のほかに、時には二

人目の隊員22）をも確保してきている。2002年

９月現在６代目の隊員が日本語を教えてい

る。他に中心になっている教師はハンガリ

ー人、ハンガリー在住の日本人で、教材も

独自で開発したものが豊富に揃っている。

Ⅱ－６　日本語を取り巻く環境

1980年代、社会主義体制下、既に日本の

自動車メーカー、「スズキ」はその工場建設

をハンガリー北部のエステルゴムという街

に計画していた。この計画が実現し1993－

４年から操業が開始されたが、当初数年間

は、「仕事」というものに対する日本人とハ

ンガリー人の価値感の相違から発生するさ

まざまな問題に悩まされていたという。ま

た、累積赤字も大きな問題であった。ハン

ガリー支社長の話によると、2000年に入っ

てようやく黒字に転じ、最近ようやく累積

赤字も解消され、今工場の拡大が計画され

ている。

1990年代前半は未だ、ハンガリーの経済

動向の先行きも不透明性が強く、日本企業

の進出もそれほどではなかった。1990年代

の半ば、ブダぺストの東約20キロに位置す

る小さな大学街、グドゥルーにソニーがそ

の工場を建てたのをきっかけとし、多くの

日本企業がハンガリーに進出してくるよう

になった。その数は1990年代後半から増加

を続けている。長引く日本の不景気で、ハ

ンガリー支店を畳んで、引き上げていく商

社や銀行もあるが、一方で日本の不景気を

乗り切る一つの方策として海外に進出して

くる製造業の会社が工場を建てる場合もあ

る。また製造業が行き詰まり、引き上げて

しまうと今度はIT関連企業がそれに取って

代わるというのが最近の動向であるとジェ

トロのブダペスト事務所長は分析する。そ

して、差し引きすると在留する日本企業数

は増加しているのである。それが日本人社

会の拡大につながり、日本語を取り巻く環

境をより充実したものにしているといえる。

1994年には「パプリカ通信」という日本

語ミニコミ誌が発行され始めた23）。始めた当

初は簡単な手作りであったが、発刊以来20

年近く経過し今では立派な表紙のついたA4

版12－16ページからなる機関紙になってい

る。

Ⅲ．第三期（2001年以降）

Ⅲ－１　ハンガリー日本語教師会発足

1996年に既に発足していたヨーロッパ日

本語教師会への年次大会出席がきっかけで、

ハンガリ－日本語教師会が2001年２月に結

成された。このハンガリー日本語教師会発

足に当たっては、前述の元協力隊日本語教

師のＺが非常に大きなきっかけを作った。

1998年の夏、在ハンガリー日本大使館を通

じてＺはベルリンで開催された日本語教師

研修会に参加する機会を得た。そして、そ

こでヨーロッパの色々な国の日本語教師仲

間と知り合い、さまざまな有益な情報があ

ることを知った。ハンガリーの日本語教師

の人達にぜひ知らせたいと思ったが、その

手立てがなかった。ごく一部の自分の周り

にいる教員以外、どこで誰が教えているの

かさえ、Ｚにはわからなかった。ハンガリ

ーにおける教師間を結ぶ何らかの組織の必

要性を痛感したと面談の際、Ｚは述べた。

二年後、Ｚが2000年８月ヘルシンキで開
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かれた、ヨーロッパ日本語教師会に出席し

た時に、一緒に出席していたハンガリーか

らの他の日本語教師たちと初めて発足の相

談をすることができた。そして、そのヨー

ロッパ日本語教師会総会の会場で、翌々年

2002年の年次会議はブダペストを会場に、

ということが決まり、そのためには早急に

ハンガリー日本語教師会を発足させて、準

備にかかる必要があるという状況になった。

直ちに準備委員会が結成され、ハンガリー

の日本語教師を対象にアンケートを取り、

「ハンガリー日本語教師会は必要ですか」と

問い掛けた。返送された回答のほとんどが

「必要」という答えだった。

2001年２月にハンガリー日本語教師会は

正式に発足し、初代の代表にはＺが選出さ

れた。以来、一般的な情報交換はもとより、

日本語教師間のネットワークが構築され、

強化されている。初等教育から中等、中等

から高等教育への教授内容の連携が今まで

まったくなされていなかったので、それぞ

れの守備範囲の整理と到達目標を明確にす

べく、各教育レベルでのガイドライン作成

がはじめられた。また全国統一高校卒業試

験見直しのため中等教育機関の教師を中心

に、自主的に分科会を結成するなど活発な

活動が始まった。

ハンガリー日本語教師会の設立によって、

ハンガリー国内の日本語教師たちがさまざ

まな恩恵を享受することになった。それに

加えて、対外的にもハンガリー日本語教師

が国際的に一つの単位となって活動するこ

とも可能になった。ヨーロッパ日本語教師

会年次大会国際シンポジウムが2002年９月

６・７・８日、ブダペスト商科大学で開催

され、成功裡のうちに終了した。ハンガリ

ーの日本語教育はハンガリー人の手で、と

いうことで、すでに会の代表はＺからブダ

ペ ス ト 商 科 大 学 の セ ー カ チ ・ ア ン ナ

（Szekacs Anna）にバトンタッチされていた。

セーカチがその流暢な日本語でシンポジウ

ムの進行役をこなし、堂々と前面に出て、

ハンガリーの日本語教育の確固たる存在感

を世界に向かって示したのである。

Ⅲ－２　在ハンガリー日本企業

ジェトロのブダペスト事務所は2001年９

月の時点で、ハンガリーを含むヨーロッパ

は、世界最大の経済圏であるアジアに次ぐ

発展、成長が期待できると分析している。

ヨーロッパの中でも、人件費を含む物価の

安い東欧が日本企業の投資の対象になって

いる。そしてその東欧諸国の中でも、欧州

連合次期加盟指定国のハンガリー、ポーラ

ンド、チェコに集中している。

日系企業進出概況（2001年８月：推定）24）

ジェトロ、ブダペスト事務所長の話によ

ると、体制転換直後の90年代初頭はチェコ

が順調にその経済政策を成功させていたが、

近年はハンガリーがチェコを追い抜き日本

からの最大の投資を獲得しているという。

そして、このことが在留日本人の増加を促

し、日本語を取り巻く環境をより充実した

ものにしている。

ハンガリーにおける日本企業、特にオフ

ィスの事務取り扱いにおいてはまだまだ、

日本人、ハンガリー人がともに英語を通じ

ハンガリーにおける日本語教育史概観
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てコミュニケーションしている場合が多い

のだが、工場等生産の現場における、日本

人技術者からの技術移転といった場面では、

通訳の介在のもと、直接日本語が用いられ

る場合がある。この点においては日本語教

育がハンガリーの経済発展に寄与している

と言えるだろう。

一般的に日本語教育を論じる際、二通り

の日本語教育が考えられる。一つにはアカ

デミックで且つ高度な日本研究への基礎と

して、もう一つには純粋にコミュニケーシ

ョンの手段としてである。前者は歴史や美

術、経済等の日本語の専門書が読めるよう

になるために日本語をマスターする。後者

は、通訳者、翻訳者、ガイド等の日本語専

門家を育てるための日本語教育である。ハ

ンガリーの場合は現段階では前者の成果は

まだあまり見られないようだが、後者にお

いてはかなりの人材が輩出されている。

1987年に日本語教育が始まったトルクバー

リント小学校で第一期生として日本語を学

び、現在ELTE大学の５年生になっているナ

ジ・アニタ（Nagy Anita）は2001年９月

ELTE大学で開催された日本・ハンガリー・

ドイツの国際シンポジウムで、ハンガリー

語・日本語および英語・ハンガリー語の通

訳を立派にこなしていた。このような日本

語教育の充実が日本企業の進出を促し、ま

た継続させている背景の一つであろう。

Ⅲ－３　日本語刊行誌

在ハンガリー日本大使館領事部によると、

在留日本人の数は継続的に増え、たとえば

1997年当時は４－500人だったのが、2001年

には1000人を超え、日本からの観光客は年

間10万人に達するという。そんな時に二つ

目の日本語月刊誌「ハンガリー・ジャーナ

ル」25）が登場した。

ハンガリー語で書かれた、日本に関する

ミニコミ誌「あんじんさん」も同時に出始

めた。日本語を勉強している、したいと思

っている、また日本語は勉強していなくて

も日本に興味を持っているハンガリー人の

ための機関紙である。ハンガリー人日本語

学習者に有益な情報や、ハンガリー人日本

滞在記、日本人のハンガリー語教師、日本

語教師、ハンガリー人の日本語教師等の紹

介等をしている。

また同じく2001年にはハンガリー人日本

語学習者用の機関紙「かりん」が発行され

始めた。1990年代のはじめからハンガリー

で日本語を教えている前述のXの主導で2001

年２月から発刊が始まった。ブダペストに

ある国際交流基金や日本企業の援助で発行

を続けている。ハンガリー人の日本語学習

者を対象に日本語で書かれ、ハンガリー語

の説明や訳も必要に応じて併記してある。

これらの日本語に関わる定期刊行物の出

現は日本人社会のネットワークやコミュニ

ケーションを拡大、充実させたのみに留ま

らず、この事業に関わるハンガリー人、正

確に言えば日本語を解する、ひいては日本

に興味を持つハンガリー人の間にも少なか

らぬ影響をもたらしているのである。たと

えば、日本関係の情報を共有することによ

って、ハンガリー人日本語学習者の間のコ

ミュニケーションが密になり、ネットワー

クが拡充する。そして、日本語のできるハ

ンガリー人が、編集に携わるというような

ことが実際に起きている。
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Ⅲ－４　学習動機

1960年代にELTEで日本語を勉強し現在、

日本文学の翻訳などをしながら教員養成大

学ほかで日本語を教えているヴィハル・ユ

ディット（1999：13）は「どうして我が学

生達は日本語を学ぶのか」という語学教師

間の機関誌に掲載された記事において次の

ことを言っている。「外国語学習の目的は、

当該言語の四つの技能（書く、読む、話す、

理解すること）を習得するだけではなく、

母語と外国語を比較することによって思考

力を伸ばし、外国語における新しいものの

見方や、考え方の秩序を理解することであ

る。また、自文化とまったく異なる文化が

存在することを知り、そして、それを受け

入れることによって個人およびその人を取

り巻くものが豊かになることである。」そし

てその目的は日本語の独自性によってより

効果的に達せられるというのである。なぜ

なら「日本語はその、いくつかの字の種類

が混在している複雑な表記のため、ヨーロ

ッパ諸言語より習得が困難だから」という

論理の展開で日本語学習の動機につながる

考え方を解説している。

また実際に日本語を勉強している学生達

の生の声を聞くための調査も実施した。以

下にその結果を記す。これは、筆者が2001

年２月に実施したアンケート調査とヴィラ

ニョーッシュ小学校で日本語を担当してい

るゲルゲイ・ユーリア（Gergely Julia）の調

査をもとにしてまとめたものである。小中

学生87名、高校生47名、大学生23名、社会

人６名が対象である。「どうして日本語を勉

強しているのですか？」という問いの答え

を以下にまとめてみる。小中学生の場合は

無回答、チャンスがあったから、親に言わ

れて等という比較的日本語に対して消極的

な回答が約三割を占めている。しかし、約

五割の子供は、日本のことが知りたいから、

日本に行きたいから、日本人と仲良くなっ

て話をしたいから、日本語、日本人、日本

文化に興味があるからという積極的な回答

をしている。またハンガリーにくる日本人

観光客のガイドをしたいという将来の仕事

に結び付けて考える生徒も一人あった。

高校生の場合は約半数が、珍しい言葉だ

から、まだあまり普及していないから、ヨ

ーロッパの文化と異なる国の言葉だからと

いうヨーロッパにおける日本語の特異性を

理由に挙げた。そして、三割以上の生徒が、

将来の仕事に役立つからという意味の回答

を書いている。また日本文化に限定して興

味を持つものは四割を切っているものの日

本の武道をしたことがあるからという具体

的な関心をもって日本語を勉強していると

いうケースも現れている。

そして大学生の場合は23名中、１名の無

回答と、単に就職のためだけと答えた1名を

除いた全員が何らかの形で非常に積極的に

日本語、日本の文化に興味があるからと答

えている。最初は親に言われて始めたが、

勉強するうちに日本の文学、歴史、哲学に

興味を持つようになり、今は自分から進ん

で日本語を続けているという者や、ハンガ

リー語と似ているからという言語学的見地

から興味を持って勉強している者、日本人

の考え方、習慣、日本人社会に興味がある

者、エキゾチックだから、また、易しくな

いからという者等々さまざまである。また、

空手など日本武道関係から日本語を勉強し

ている者も増えている。
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社会人の場合は、会社が週に１～３時間

程度、勤務時間内外に日本語クラスを設け

て、多くの場合無料で開講しているもので、

学校教育の中における日本語教育とは意味

付けも様相も異なるが、参考のために結果

を記す。回答した６名全員が日本文化には

もちろん興味はあるが、仕事のために勉強

していると答えている。

以上、アンケートの結果を見ると小中学

生、高校生の約半数そして大学生の九割以

上が日本への関心、珍しいものとしての日

本語への興味から日本語を勉強していると

いうことがわかる。そして、この興味を持

つきっかけになったのが青年海外協力隊隊

員の存在ということが往々にしてある。残

念ながら、上記のアンケートの設問には含

まれていなかったのだが、青年海外協力隊

隊員を初めとする日本人との接触が日本や

日本語に興味を持ち始めたきっかけになっ

ていることは、実際に学習者と話してさま

ざまな機会に筆者が感じたことである。日

本語教師に限らず協力隊隊員の存在は、日

本語教育がより発展し充実していくために

大きな貢献を果たしているといえる。

Ⅲ－５　「日本の日」

ブダペスト及びその近郊の町の他にも、

現在ミシュコルツ（Miskolc）、デブレッツェ

ン（Debrecen）、ヤスベレーニ（Jaszbereny）、

ドゥナウイバーロシュ（Dunaujvaros）、バ

ーツ（Vac）、カポシュバール（Kaposvar）

等の地方都市で若い協力隊日本語教師が活

動している。最後に一つ言及すべき点は日

本語教師の活動を様々な局面から支えてい

る他の隊員たちの力である。日本に関する

情報の少ない地方都市で日本語を教えてい

る隊員は日本文化紹介のための「日本の日

（ハンガリー語でヤパーンナップ：Japan

Nap）」を設けて、様々な企画を工夫してい

る。この「ヤパーンナップ」は普通、年に

一回の学校を挙げての大イベントとなる。

日本料理賞味コーナー、けん玉、ビーだま、

カルタ等の簡単な日本のおもちゃで遊ぶコ

ーナー、折り紙コーナー、習字コーナー等

を準備し、地域の人達にも開放して日本の

雰囲気を味わってもらおうというわけだ。

このイベントに欠かせないのが剣道、柔道、

合気道等々のデモンストレーションである。

ハンガリーへの協力隊派遣は日本語教師と

ともに空手、剣道、合気道等、武道の指導

者が多い。裏方として、または舞台の上の

花形として多くの隊員がこの日の為に集合

し盛り上げる。この『日本の日』は日本語

教師一人では到底できない規模の晴れがま

しいイベントで、それを可能にしているの

は多くの協力隊隊員達の結束である。

1992年以来、多い時には常時15名、少な

くとも10名前後の協力隊日本語教師、他の

隊員も入れると20名以上になる日本人青年

がハンガリーに派遣され活動している。ハ

ンガリーの人々とともに生活し、ハンガリ

ー語を話し、ハンガリー人の同僚とともに

ハンガリー社会の中で働いている。地方都

市に配属された者の中には町に唯一の日本

人という環境で２年の任期をすごす者もい

る。言葉はもちろん、物の考え方、生活習

慣、食べ物など、すべてがまったく異なる

ヨーロッパの、それも半世紀もの間、社会

主義に閉ざされていた国での２年間の生活

はそうたやすいことではない。しかも片田

舎の小さい町での孤独な生活は厳しい。彼

らの若さと情熱、真摯に日本語教育に取り
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組む力がハンガリーにおける日本語教育の

発展の原動力となったといっても言い過ぎ

ではないだろう。

おわりに

国際交流基金1998年の統計によると845人

のハンガリー人が日本語を学んでいる。

1990年代半ばの日本語ブームの際には一時

的な急増をみせはしたが、国際交流基金ブ

ダペスト事務所およびハンガリーの日本語

関係者は、ともに、当分の間は、この程度

の規模でハンガリーの日本語教育は継続し

て行くだろうという見方をしている。そし

てその動機の主たるものは、前出のアンケ

ートによると、日本への興味だと理解して

いいだろう。教養としての外国語学習とい

う日本語の位置づけが確立しつつあるよう

に見える。ハンガリーが政府として力を入

れている外国語教育、英語・ドイツ語に関

しては様々な言語政策が施行されているが、

日本語の場合は、ハンガリー政府からの援

助はほとんど期待できない。初等・中等教

育の場合は各学校の校長の裁量一つで日本

語教育の存続が決まるといってもよい。そ

のような状況のなか、1990年代の日本から

の援助が大きい力となって、ハンガリーの

日本語支持者たちを支える形で、ここまで

発展し、充実してきた。

しかし、さきに述べたように、日本語学

習者は世界的な規模で急増してはいるが、

ヨーロッパにおける日本語学習者の数は全

体の３％に過ぎない26）。ヨーロッパから遠く

離れた国の言語の一つである日本語はあく

までもマイナーな外国語に過ぎない。まし

て、EUの結束が強調される昨今、ヨーロッ

パ評議会の「外国語学習、教育、評価のた

めのヨーロッパ共同枠組み」27）によるとEU諸

国においてはEU諸国の言語を少なくとも２

つは学習し、ある程度のレベルに達しなけ

ればならないという基準も出来ている。こ

のヨーロッパ内多言語主義について、ハン

ガリー日本語教育界のリーダー的存在、ヒ

ダシ（2002：101）は「西ヨーロッパの場合

には、統一の波にのって、日常生活に強く

関わる殆どのものがどんどん統一化される

ので、国民はそれを自己のアイデンティテ

ィ喪失のように受け取り、このプロセスに

対してただ一つ残ったアイデンティティの

シンボルである言語・文化を以前に増して

大事にしていく訳である。」と分析している。

そして、この数年内にEU加盟を目標として

いるハンガリーにおいてもEU諸国語学習の

気運が高い。

1990年代の政治、社会の変化、また青年

海外協力隊の活動等を通じて日本からの国

際協力の貢献が生み出した、ハンガリーに

おける日本語教育の発展が今後どのような

形でヨーロッパを超えた、世界の多言語主

義への力となり得るのかを筆者は見守り、

支援していきたい。世界が目指すところの

多文化共生の大きな鍵を握る多言語主義の

実現に向けて、日本語教育の果たす役割は

今後ますます大きくなっていくと信じるか

らである。

本稿では議論できなかったが、今後、日

本語教育が国際協力を通してどのような形

で世界の多言語主義の実現に貢献すること

ができるのか、また帰国協力隊隊員のハン

ガリーでの異文化体験が個人的、社会的に

どのような影響を与えたか等、今後の検討

課題にしたいと考えている。

ハンガリーにおける日本語教育史概観
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注

1）ハンガリーにおけるNGOの調査のためではあっ

たが、当時の協力隊調整員事務所を訪れ、ELTE

大学に派遣されていた日本語教師隊員とも面談し

た。

2）「エォトヴェシ・ローランド」という日本語表記

は従来の国際交流基金の資料の表記に準拠した。

ハンガリーでは一般的に「エルテ」と呼ばれてい

る。このハンガリーで最も重要な高等教育研究機

関の一つであるELTE大学は、日本では鎖国令が

発布される1635年に創立されたヨーロッパでも有

数の伝統を誇る大学の一つである。名前が何回か

変わり1923年当時はパズマーニ・ペーテル大学

（Pazmany Peter Tudomanyegyetem）と呼ば

れていた。なお、ハンガリー語の表記には母音の

上にウムラウト（ハンガリー語ではエーケゼット）

が付く場合があるのだが、技術的に困難であった

ので本稿では全て省略した。

3）（ハンガリー語では、名前の表示が、日本語と同

じく姓名の順である。本稿ではそのままハンガリ

ー人の名前は姓、名の順で書く。）プルーレは後に

『日本民族文学の小鏡』（仮訳）：A japan nemzeti

irodalom kistukreを著した。

4）「ツラニズム」なる思想は「八紘一宇」のという

国家主義的な思想のもとに繰り広げられた日本軍

国主義に荷担する形で、日本とハンガリーの両国

に一時的な広がりを見せた。このような背景で、

日本語とハンガリー語との言語学的な親近性も日

本語学習普及の遠因をなしたものとも考えられる。

ELTE大学で日本語を教えたプルーレ・ヴィルモ

ッシュも1920年代に日本を訪れツラン運動の活動

をしている。しかし、日本における「ツラン運動」

の痕跡は今となればほとんど認知されないばかり

か、科学的に全く根拠のない主張だとする研究者

も少なくない。例えば、家田の『日本におけるツ

ラニズム』（1981：209）によれば日本ではツラニ

ズムはほとんど浸透しなかったと思われる記述が

あり、また南塚（1981：60）はツラニズムという

のは、学問的にまちがった基礎の上にあり、しか

も反ソという非常に政治的なモチーフに規定され

たものであったと断言している。

5）東京新宿にての面談の際得た情報と著書『ブダペ

スト回想』と『ブダペストの古本屋』を対照させ

て記述した。

6）彼の日本語についてはパリ滞在中に日本人の恋人

がいて、それで習い始めたとか、戦争中シベリア

に抑留されていて、その時に日本人捕虜たちから

教えてもらったと言う話もある。これらマヨール

に関する話は当時日本語の学生であったヴィハル･

ユディット（Vihar Judit）、や1970年代に留学生

として来ハし、後にマヨールと共に日本語を教え、

現在もハンガリーの日本語教育を担う日本語教師

の記憶によるものであるが、本人没後、記録も残

っていない今となっては確かめる手立てがない。

7）2001年11月現在、ハンガリーのリスト音楽院には、

常に100名以上の日本人音楽留学生が勉強してい

る。

8）ハンガリーは人口増加率が既にマイナスに転じて

いる。Palmore（1994）によるとマイナス0.2％、

そしてUN, World Population Prospects;1996によ

ると1995年～2001年の数字としてマイナス0.59と

なっている。少子化は進行している。

9）普通、教員養成大学は４年制であるが、英語とド

イツ語の教員免許に関しては３年で教員資格の取

れる制度が導入されている。

10）ハンガリーの高等教育機関へは入学も卒業もか

なり困難で、既定の年限内で修了する学生は少な

く、何年もかけて修了する学生が多い。また、現

行の制度では日本の四年制大学はハンガリーの短

大（フューイシュコラ）相当に扱われており、教

員の資格や給与決定の際に、日本の四年制大学卒
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業生は不利な待遇に甘んじている。

11）アメリカの金融事業家、ジョージ・ソロシュで

ある。ショロシュ（姓）はハンガリー語読み。彼

は自らの成した資財を投じてショロシュ基金を設

立し、東欧・旧ソ連諸国一帯の民主的社会実現の

ため「オープン・ソサエティ」というスローガン

でさまざまなプロジェクトに助成金を出している。

12）一般に「ベルリン演説」と呼ばれ、特に当時訪

問を受けたポーランド、ハンガリー両国に対して

は、総額19億5000万ドルにのぼる協力が約束され

た。

13）本来、協力隊事業は、いわゆる発展途上国を対

象としたものであったが、東欧への協力は市場経

済への円滑な移行を助けるということで実施され

ることとなった。また、当時協力隊事業は派遣倍

増計画実施中であり、新たな派遣先として東欧は

歓迎された。ちなみにハンガリーは1991年９月に

55番目の派遣国として二国間協力が締結された。

14）日本の国際交流基金は1972年、当時の外務大臣、

福田赳夫の発案で政府の出資によって設立された。

「海外における日本研究に対する援助および斡旋な

らびに日本語の普及」を目的に掲げ（国際交流基

金法業務条項第23条）設立された。1983年の国際

交流基金運営審議会答申では『アジアにおける日

本語教育』で本名（2000：13）も指摘しているよ

うに「日本語の普及は基金法で定められた基金の

大きな使命の一つで、その最終目標は現地におい

て現地の人材により日本語を教える体制を作り上

げることである」ということを明確に打ち出して

いる。

15）この表は国際交流基金の全世界規模の調査、国

際交流基金ブダペスト事務所の調査、および筆者

自身の調査結果をもとに作成した。

16）1999年12月以前からも開かれていたのであるが、

残念ながら資料が残っていない。資料で確認でき

るのが1999年12月からの開催である。

17）国際交流基金ブダペスト事務所は、当初日本人

は所長一人という体制であったが、2000年８月か

らは「日本語教育アドバイザー」という日本人専

門家のポストが増設された。現在は国際交流基金

の日本語教育アドバイザーが協力隊日本語教師は

じめ長くハンガリーで教えている一般の日本語教

師達の力になり、互いに協力しあって活動にあた

るという理想的な派遣形態になっている。

18）日ハ・ハ日の辞書は前述の今岡のものがあるが

日本語初級の高校生使用には適していない。また

1999年には『日本語ハンガリー語辞典』、2000年に

は『ハンガリー語・日本語、日本語・ハンガリー

語、経済用語辞典』が出版されているがこれも高

価であったり、専門家を対象としたものであった

りで高校生向きのものではない。

19）1989年５月に当時は手書きガリ版刷りだったハ

ンガリー日本人会の機関紙「ドナウ通信」に下記

のような記事が掲載されている。

「ブダペスト第４区、バビチ・ミーハイ・ギムナ

ジウムからのお願い：今度、同ギムナジウム（生

徒数約500名）より、同校に日本語専修クラスを創

設する計画があり、同校において初歩的な日本語

の教授（英語による教授で可）を行い、かつ本件

クラスのカリキュラムの策定や、必要な日本語読

本、教科書の選定等を指導していただける在ハン

ガリー邦人のボランティアを探しているとの協力

要請がありました。この日本語クラスの出発を手

助けいただけるような人材を探しています。もし

本件にご関心、興味のある方は、大使館の寄保さ

んまでご連絡ください。」

20）協力隊隊員は原則として２年という任期で派遣

されてくるが、最初の一ヶ月はホームステイをし

ながらの語学研修があり、配属先における実質の

活動期間は延長をしない限り２年に満たない。

21）2002年日本留学のための文部科学省奨学金獲得

者８名のうち７名がカーロリの学生である。

ハンガリーにおける日本語教育史概観
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22）1997年から２年間はシステム・エンジニアも派

遣され、パソコンを使った日本語教育等を指導し

た。

23）「パプリカ通信」の発行人、日本人ビジネスウー

マンのSさんによると、在任中に突然亡くなったア

ンタール（Antal）首相を悼み街の至る所に黒い旗

が掲げられていた時、ハンガリー語のニュースを

解さない多くの日本人は、意味が分からなかった。

この時、Sさんは簡単でいいからハンガリーのニュ

ースを日本語で日本の人たちに伝えようと、この

「パプリカ通信」を始めたという。

24）ジェトロ・ブダペスト事務所より入手。2001年

９月５日付、内部資料。

25）「ハンガリー・ジャーナル」は元ジャーナリスト

のMさんが責任者として編集しているだけに、ま

た、既に「パプリカ通信」が存在している中、そ

れに加えて、という状況からも、量的・質的に内

容の充実したものとなっている。

26）国際交流基金1998年の統計数値をもとに算出し

た。2,102,103/（東欧15,085+西欧47,451=62,536）

27）Modern Languages: Learning, Teaching,

Assessment.  Common European Frame of Refer-

ence, Council for Cultural Co-operation, Stras-

bourg, 1998（ヒダシ2000：120）
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